
第８章 持続可能な取組に向けて                

 

8.1 公民連携による取組 

地域全体で緑豊かなまちをつくるため、市民・企業・行政の協働と連携により、

持続可能な取組を実施します。 

今回実施した市民アンケートによると、緑に関心がある、少し関心があると答

えた人の割合が 92％であり、緑への関心は高いことが分かります。公民連携で

目指す「森の都」の姿（ビジョン）を描くことが、持続可能な「森の都」がかた

ちづくられていく一歩です。最初からすべてを実行しようとせず、できることか

ら始めて、利用者・関係者の道路、公園などの樹木に対する興味関心を徐々に高

め、緑化活動を展開していきます。 

市民アンケートによると、「『森の都』くまもとの魅力を高めるために、効果的

な取組は何だと思いますか。」という質問で多かった答えは以下でした。 

 

『森の都』くまもとの魅力を高めるために、効果的な取組は何だと思いますか。 
・公共の緑（道路、公園樹木など）の維持管理強化 67％ 
・公共の緑（道路、公園樹木など）を増やす 55％ 
・美しい並木づくり 54％ 
 

 くまもとの魅力を高めるためには、緑を増やすだけでなく、維持管理を強化し

ていくことが大切だとの認識が市民の方々にあることが分かります。本プラン

のビジョンに向けて、市民・企業の協働、参画による積極的な維持管理への取組

を通して、質の高い緑づくりを推進します。 
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公民連携による具体的な取組を以下に示します。 

令和５年度の熊本市による樹木総点検において、日常の樹木点検の重要性が

改めて確認されました。令和６年度から樹木の異常を発見した市民の方々が、ス

マートフォンから直接市に連絡をすることができる「熊本市 LINE公式アカウン

ト」の「市民通報」機能を活用し、樹木枝折れ・倒木、繁茂等の情報を集めてい

ます。 

 

公民連携による具体的な取組 
項目 主体 
教育 
・緑化に関する講習会の開催 地域住民 
・企業緑化（CSR 活動）講習、緑化活動への支援 企業 
・小学校への出前授業 学校 
・学校環境緑化コンクールの実施、表彰 学校 
・PTAやボランティア等と連携した学校緑化 地域住民、学校 
・森林環境教育の推進 学校、地域住民 
広報、情報共有 
・くまもと花博の開催 全体 
・オープンガーデンの開催 企業、地域住民、大学 
・緑に関するイベント開催 企業、地域コミュニティ、

NPO 
・市民団体の広報、市民団体相互の情報共有 地域コミュニティ、NPO 
・樹木の樹名板や緑化啓発のポスター、看板の設置 地域コミュニティ、NPO 
ボランティア、市民活動団体 
・公共施設愛護団体の活動促進、育成 地域コミュニティ、NPO 
・緑のまちづくりボランティアの運営支援 地域コミュニティ 
・森林ボランティアの育成 地域コミュニティ 
・緑のマイスターの育成 地域コミュニティ 
・緑の少年団の活動支援 地域コミュニティ 
・LINE公式アカウント「市民通報」 地域住民 
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項目 主体 
民有地の緑化 
・つながりの森づくり補助金の活用促進 企業、地域住民 
・花苗、記念樹配布活動等の推進 地域住民 
・フラワーポット等による緑化の推進 企業、地域住民 
・スポンサー花壇制度、パートナー花壇制度の活用促進
（NEO GREEN PROJECT）

企業、地域住民 

商業地・工業地の緑化 
・総合設計制度の活用 企業、地域住民 
・商店街、工業地の緑化推進 企業、地域住民 
建築・開発時における緑の保全・創出 
・事前協議の義務付け 企業 
緑を活用した景観まちづくりの推進 
・景観法に基づく届出制度の活用 企業 
・緑化技術や緑を活用した研究、社会実験 大学 
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8.2 市民意識の醸成 

今回実施した市民アンケートの中で「くまもとが『森の都』として知られて

いることをご存知ですか。」という質問に対して、県内、市内に住む方々で『は

い』と答えた人は 88％でした。 

また、「『はい』と答えた人は、それを誇りに思いますか。』という質問に対し

て「はい」と答えた市民の方々の割合は 86％でした。これは、くまもとに住む

方々が、くまもとの緑に関心を持つとともに、緑をくまもとの良さ、魅力として

捉えていると考えられます。 

今後も、市民の方々が緑に親しみ、緑を誇りに思う心を育むために、身近な

緑の大切さを感じることができるよう、緑のイベント等、緑と触れ合う機会を作

ります。市民の方々が、楽しみながら緑に関する意識を醸成できるように、市民

の方々が活躍できる機会を創出します。 

緑に関する行事などの情報発信や、イベント等の様

子を SNS 等で市民の方々に伝えることにより、緑に親

しむ人材の増加を促進します。 

具体的な事業として以下のものを推進します。 

緑化に関する行事の開催・情報発信の充実 
・緑のイベントの開催と PR
・イベント等の広報の実施
・海外友好姉妹都市との都市緑化に関する交流

緑化意識の高揚・情操教育の充実 
・地域との連携による緑の少年団活動の推進
・学校環境緑化コンクールの実施、表彰
・森林等の環境教育の場としての活用
・自然観察会の開催の推進
・花苗等配布活動等の推進
・樹木への樹名板や緑化啓発のポスター、看板の設置
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